テレパシーに関しては、不可能だと思ってた。
誰でもそう思うだろう。だって、お金払って電話してるんだから。

高校の最後の方、1996の終りの方か、「理論的には不可能ではない。」と。

　
　ニュートンの万有引力の法則が、「引力は距離の二乗に反比例する。」としていて、

漠然と、「どれだけ離れていても０では無い。」と言うイメージを持っていた。

そこからのモデルはこんな感じだった。

　最初の、NT細胞のモデルだ。





　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　X



（脳）
NT細胞
　　　　　　　　　　　　観測細胞A　　　　　　　　　　観測細胞B
観測点が２点あれば、三角測量でXの輪郭を捉える事が出来る。

　観測細胞AとBは、細胞というより、物質といったイメージだった。

　AとBの動きからNT細胞がXの全体像をつかみ、その情報を脳に送る。

　後はデータ集めだ。「脳がどういう形の時、どう言う事を考えているか？」相手の考えが分かり、それに対する自分の考えを脳の形に表す事が出来る人が二人いれば、テレパシーが確立する。
　当時、「どれだけ頑張っても、人間の力では機械にはかなわんだろう。」と言うイメージを持っていた。

　それで、けた外れの精度を必要とするNT細胞なる器官が人間にあるはずは無い。と、
　…、でも、そんなの当たり前だろ?
　それと、「人間が、人間以外の、人間より高度な科学を持つ生物とコミニュケーションをとる？、そんな事が出来るなら、何のためにいろんな事、実験して、答えを探さなきゃならないんだ？答えを聞いたらいいだろ。」と。
それで、これは否定した。

再びこの話を掘り返したのは2003以降だ。どう言う順番だったか、あんまり覚えてないが、最初の方は、…、

　とにかく、「何者かが、僕を殺した。」と、ずっとそうだった。…今でもそうだ。
　それで、

　　　　　　　　　　　　　　　　　何者か
（universe）

　　　　　　　　　　　　　　　（信号）


　　　　　　　　　僕
　人間がラジコンを動かすようなモデルだった。
　　　「この、何者かの気まぐれで、1997は起こったのだ。」

　　と…。
　　　　この結論は、今もそんなに変わらない。
信号の発信源についてはいろいろ考えた。
　…いろいろ考えたが、「人間にはできない。」と、これは確信があった。
　こんな事を出来る個人が存在するなら、とんでもない利益を得る事が出来る。
「天に何者かがいて、そいつは全ての人間を操る事が出来るだろう。」と考えた。
その天の何者かは、僕を殺した奴で、
全ての人間は、そいつの人形だ。
　と考えた。
割と早い段階で、「僕の考えてる事が、他人に伝わる？」と言う疑問をもった。
　その時モデル

　　　　　　　　　　　　　　　　何者か（月と呼んでたと思う）

　　　　　　　　　　　　　　　　　１,月が僕の考えを盗む
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2、それを他人に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　伝える



　　　　　　　　　　僕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　他人
なので、「月を止めなければならない。月が僕を殺した。人形を使って。」と思った。
